
岡山県
備前広域農業普及指導センター

谷本純二 氏

JA広島果実連株式会社
福本和典 氏

島根県邑南町役場
髙橋駿人 氏

香川県農業協同組合
藤田龍一 氏

産地を盛り上げたいけど、どうする？

担い手確保や育成は誰が行う？

園地確保・整備が難しい。

ハウス等の初期費用を軽減したい。

就農希望者を見つけるのが難しい。

2025年

10/24
14：00 ～ 16：00

オンライン (Microsoft Teams）
参加URLは、後日申込者へ送付

都道府県、市町村、農業協同組合、
担い手の確保・育成に興味がある方
（どなたでも可）

下記の申込フォームより
お申し込みください。

https://forms.office.com/r/F1HUHizukg

(金) こんなお悩みありませんか？

講演内容

果樹産地では、担い手不足等による果実の生産量が減少し、地域産業の衰退に繋がりかねな
い状況です。園地の確保や未収益期間など、果樹特有の課題にどう向き合うべきか。
本セミナーでは、中国四国地域の取組事例の紹介により、課題解決のヒントをお届けします。

生産者の思いをつなぐ産地育成
～危機感で広がる話し合いと共感による産地の取組～

面積10ha販売額１億円のレモン島
～小規模な整備によるトレーニングファームの活用・佐木島活性化～

ゼロから始めたぶどう新品種「神紅」の産地化
～地域おこし協力隊とリースハウスによる就農初期の負担軽減～

着実な担い手確保で香川県の農業を支える
～意欲ある者を応援する農業インターン制度～

日
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【問い合わせ先】
中国四国農政局生産部園芸特産課
TEL：086-224-4511（代表） 担当者：横見瀬、坪井、寺野

参加無料



発表内容のご紹介
岡山県備前県民局農林水産事業部
備前広域農業普及指導センター 谷本純二 氏

JA広島果実連株式会社
広島県果樹農業振興対策センター 福本和典 氏

島根県邑南町役場
産業支援課 髙橋駿人 氏

香川県農業協同組合
営農部園芸指導課 藤田龍一 氏

成功体験で歯車はまわり出す！！
産地の大小に関わらず、担い手の減少が懸念される地域が存在。
産地の維持に危機感を持った生産部会等の話し合いを促し、関

係機関を巻き込んで取組をサポート。一人のリーダーが持った産
地衰退の危機感の共有から始まった最初の一歩と、新規就農者の
苦労話の「共感」により産地に前向きな変化があった事例など、
普及員の視点で紹介いただきます。

就農環境を整え、不安払拭！！
地域農業者の減少により地域農業が衰退の危機。
ぶどう新品種「神紅」による経営モデルの提示や研修、JAの

リースハウス事業により新たな産地を形成中。産地で初めて振興
する品目での関係機関（県、JA等）と連携した新規就農者の募
集から研修、園地・ハウスの準備、就農までの徹底した就農サ
ポートについて、苦労・工夫を含めて発表いただきます。

意欲ある者のチャレンジを応援！！
将来にわたる持続可能な県農業の維持に危機感。
平成12年の県域JAの発足をきっかけに農業インターン制度を

開始し、現在までに210名＊が修了し、就農率は約90％。
意欲のある者を要件にすることで担い手が育ち、新たなイン

ターン生の受入農家となる好循環で、着実に就農に繋がっている
取組を発表いただきます。 ＊品目を問わず農業インターン生の合計。

中国四国農政局ホームページで後日、録画データを公表予定 !
https://www.maff.go.jp/chushi/seisan/fruits/torikumi.html

産地を巻き込み、自らやることが重要！！
生産量・農業者数の減少から産地の未来に危機感。
広島県佐木島で小規模基盤整備によるレモンのトレーニング

ファーム（ＴＦ）を整備。「面積10ha、販売額１億円の産地」
を合言葉として、土地の取得、園地整備の費用への対応等、地
域との関係を構築したＴＦ整備の進め方や、地域・新規就農
者・自社のメリットを発表いただきます。


